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1． 西洋の建築物ア ～オについて、（ ）内は建築様式を示す。 ①～④のく ）内
に下記の語群からもっとも適切な諾句を選び記入しなさい。アからオの建築物を建造され
た年代の古いものから新しいものへと並べなさい。（配点 3点X4+3点＝15点）
ア． ハギア・ソフィア （く① ビザンチン ＞建築）
ィ． フィレンツェ大聖堂 （く② ルネサンス ＞建築）
ウ． サン・ピエトロ大聖堂 (<③ バロック ＞建築）
エ． 大英博物館 （ ネオクラシシスム建築）
ォ． ノ ー トルダム大聖堂 （く④ ゴシック ＞建築・パリ）

0語群： ゴシック、 ルネサンス、 ビザンチン、 バロック、 ロマネスク
・建造された年代の古いものから新しいものに並び替えると、 ⑤～⑧すべて正解で 3 点

（⑤ ア） → （⑥ オ） → （⑦ イ）→ （⑧ ウ）→ エ

2. 次の空欄に最も適当な語句を下記の語群から選び記入しなさい。(2点Xl5=30点）
・住宅地の計画の際、 近隣住区内の街路は、 一般に、 通過交通を防ぐため に、 ループ状や

（① クルドサック ）とすることが多い。近隣住区は、 一般に、（② 小 ）学校を1
校必要とする程度の人口規模を単位としたものである。

• （③ スプロ ール ）は、都市周辺部において、市街地が無計画、 無秩序に拡大していく
現象である。

・マンセル表色系では、色相•（④ 明度 ）・ 彩度のそれぞれ独立した色の性質（三属性）
によってひとつの色を表示することが出来る。

•（⑤ レンタプル ）比とは、事務所建築の延床面積や基準面積に対する、貸室床面積の
比率を示す。

・建築物のサ ービス ・ 交通部分を 1 ヶ所にまとめて（⑥ :::rア ）として独立させて固定
することで、事務空間の設計の自由度を高めるようなビル計画のあり方を（⑥)プラン
という。（⑥)プランには大きく（⑦ 集中 ）方式·分散方式・分離方式がある。

・住宅における（⑧ユーティリティ）は、 調理以外の家事の中心となる場で家事労働を能
率的にするために設ける。

• （⑨ メゾネット ）とは、集合住宅でありながら、住宅の内部に階段があり、2階以
上である住宅を指す。

・容積率(%) =（⑩ 延床 ）面積＋敷地面積 X 100 である。
• （⑪ バリアフリ ー ）とは、障害者・高齢者を主な対象として、生活の支障となるもの

を除去していく考え方のことである。 この生活の支障には、 制度的、 心理的といったも
のがあてはまる。 一方、（⑫ ユニバーサルデザイン ）とは、 年齢・性別・人種など
にかかわらず、すべての人が利用しやすい生活環境をデザインする考え方のことである。

• 2019 年 11 月に完成した東京新国立競技場は、建築家の（⑬隈 研吾）氏の設計である。
・ビロティとは、 2 階建以上の建物で 1 階部分が（⑭ 柱 ）のみの外構空間となっ

ている建築物のことをいう 。 この建築様式は、 フランスで活躍した建築家（⑮Jレ・
コルビュジェ）によって広められたとされている。

語群： 安藤忠雄、伊東豊雄、 隈研吾、ル ・ コルピュジェ、 ノーマライゼーション、 明度、輝
度、 ユニバーサルデザイン、クルドサック、小、中、空き家、スプロ ール、黄金、レンタプル、
コア、拡散、集中、 ユーティリティ、 ベランダ、 メゾネット、 スキップ、 建築、 延床、 バリア
フリー、 梁、 柱、基礎








